
 

 

 

 

在ウラジオストク日本国総領事による知事表敬訪問等について 
 

島根県とロシア連邦沿海地方との交流は、ここ数年、経済、文化、学術など多方面にわたって益々

活発となっています。 
このたび、在ウラジオストク日本国総領事より笠井達彦総領事が山陰両県を訪れ、ロシアとの様々

な交流事業について関係者と意見交換を行われるとともに、下記のとおり 溝口善兵衛 島根県知事

を表敬訪問されます。 
記 

 
１．訪問者     在ウラジオストク日本国総領事館  笠井 達彦 （かさい たつひこ） 総領事 

 
２．日時、会場  平成２７年７月２４日（金） １０：００～１０：３０  島根県庁知事室 
 
３．滞在予定 

期日 内 容 備考 

７月２４日

（金） 
 9:00- 9:30 松江市役所 能海副市長表敬訪問 松江市役所 

10:00-10:30 島根県知事 表敬訪問 県庁知事室 

10:30-12:00 県庁関係課およびロシアとの交流事業関係者との 
意見交換 

・ロシア沿海地方との友好交流事業について 
・貿易、経済交流について 
・観光振興について  等 

県民会館 

301 会議室 

13:20-14:30 大根島牡丹ロシア輸出関連施設視察 
（由志園、花卉センター、雲州人参生産現場等） 

 

             
４．お問い合わせ先 

島根県文化国際課 国際交流グループ 福間信子 
（電話：0852-22-6464、FAX:0852-22-6412） 

 
 
※島根県とロシア沿海地方との友好交流事業について 

島根県とロシア沿海地方とは、１９９１年に「友好交流の覚書」に署名して以来、様々な交流を続けてきま

した。特に本年は、島根県とロシアとの交流における記念の年にあたります。 

日露戦争終結から１０年後の１９１５年、「新劇の父」といわれる島根県浜田市（金城町）出身の島村抱月

が芸術座を率いてウラジオストク市の「プーシキン劇場」で演劇公演を行いました。 

それから１００年後の今年９月、県内の若手劇団員がウラジオストクを訪れ、芸術座が上演したのと同じ「プ

ーシキン劇場」で演劇公演を行います。 

併せて「２０１５ しまねウィーク in ウラジオストク」と銘打って、ウラジオストク市内で着物の着付けや生け花

といった日本文化教室や島根県の文化展示、学校訪問など、日露両国の相互理解と友好親善を一層深め

るための交流事業を行う予定です。 

平成２７年７月２３日 

環境生活部文化国際課 

担当：福間、津森 

TEL：０８５２-２２-６４６４ 



略     歴 

 

 

 

氏  名  笠
か さ

 井
い

 達
た つ

 彦
ひ こ

 

性  別    男 

生年月日  昭和３１年３月１５日生 

最終学歴  長崎大学経済学部貿易学科卒業（昭和５３年３月） 

採用試験  昭和５２年外務省専門職員採用試験 

出 身 地  長崎県 

 

 

 

昭和５３． ４  外務省入省 
平成１１． ２  欧亜局ロシア課 課長補佐 
  １３． １  欧州局ロシア課 課長補佐 
  １４． ８  大臣官房 
         （財）日本国際問題研究所主任研究員 
  １７． ４  在カザフスタン日本国大使館 一等書記官 
    ２０． ８    欧州復興開発銀行理事代理（英国ロンドン） 
    ２３． ８    在英国日本国大使館 一等書記官 
      〃  欧州局ロシア課 上席専門官 

兼日露経済室長 
  ２４． ４  欧州局ロシア課企画官兼日露経済室長 
  ２５． ９  大臣官房文化交流・海外広報課国際文化協力室長 
  ２６． ９  在ウラジオストク日本国総領事館 総領事 
 
 


